
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

医療 

認知症疑い
紹介 

神戸市事故救済制度に関する診断のしくみ 

認知機能検査 

個別実施の認知機能検診 

（事前登録した医療機関リストを公開） 

検診結果票を提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

かかりつけ医フォロー 

認知症の人にやさしいまちづくり推進委員会 

委員会の判定により給付金を支給 

   精密検査（保険診療） 

診断フォーマット（画像、神経心理検査等）を用いて

臨床診断が可能な医療機関で実施 

（事前登録制。認知症疾患医療センター含む） 

診断結果票を提出 

 

 

 

運転免許 
自主返納 

自己負担金部分を助成 

検査費の助成 

データベース

の構築 

 

認知症の診断 

事故救済制度の対象者 

（事後診断も含む） 

 

 

早期診断後の相談

窓口・支援体制 

市民本人 
家族 
希望者 

あんしん 
すこやか 
センター 

主治医 
かかりつけ医 

認知症初期集中支援
チーム 

直接 勧奨 勧奨 

第１段階 

第２段階 

介護 

あんしんすこやかセンター 

資料７添付資料 



（参考）認知機能検査について 

 

 

 

HDS-R（Hasegawa’s Dementia Scale-Revised：改訂長谷川式認知症スケール） 

年齢、見当識、3 単語の即時記銘と遅延再生、計算、数字の逆唱、物品記銘、言語流暢性の 9

項目からなる 30 点満点の認知機能検査。20点以下が認知症疑いとなる。 

 

DASC21（Dementia Assessment Sheet for Community-based Integrated Care System-21 items：地域包

括ケアシステムにおける認知症アセスメントシート） 

      認知機能障害と生活機能障害（社会生活の障害）に関連する行動の変化を評価する尺度で、介

護職員やコメディカルでも施行できる 21 の質問からなる。 

 

MMSE（Mini‐Mental State Examination：ミニメンタルステート検査） 

時間の見当識、場所の見当識、3 単語の即時再生と遅延再生、計算、物品呼称、文章復唱、3

段階の口頭命令、書字命令、文章書字、図形模写の計 11 項目から構成される 30 点満点の認

知機能検査。23 点以下は認知症疑い、27点以下は MCI（軽度認知障害）が疑われる。 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考 URL＞ 

一般社団法人日本老年医学会「認知機能の評価法と認知症の診断」 

https://www.jpn-geriat-soc.or.jp/tool/tool_02.html 

 

 


